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【序】結晶シリコン太陽電池用の高いパッシベ

ーション特性を示す材料の一つとしてアルミ

ナ膜(Al2O3)が挙げられる．Al2O3は製膜後の追

加熱処理を施すことで膜中負の固定電荷が増

加し，p型シリコンにおける表面キャリア再結

合速度が低下する[1, 2]．しかし，電極形成が困

難であることから，エッチングやレーザー照射

によるコンタクトホールの形成を行っている．

それらに対して，本研究では新規ペーストを用

いたファイヤースルーによる Al電極を形成し

た． 

 

【実験】太陽電池作製にはテクスチャ付き 156 

mm x 156 mmの p型単結晶基板(200 μm，抵抗

率 3～5 Ω·cm)を用いた．Al2O3膜はトリメチル

アルミニウム(Al(CH3)3)とオゾンを原料に用い，

バッチ式 ALD法で製膜した．表面にはエミッ

タ層形成後，SiN膜を製膜した．電極形成のた

めに，SiN 膜上には Ag ペーストを，Al2O3上

には新たに開発した Alペーストをスクリーン

印刷し，同時焼成によるファイヤースルーを施

した． 

  

【結果】電極部の断面 SEM像を図 1に示す．

図から Al2O3膜を Al ペーストがファイヤース

ルーし，合金層が形成されていることがわかる．

コンタクトが取れたことで，ファイヤースルー

による太陽電池の作製ができた(Fig. 2)． 
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Fig. 2 I-V characteristics of solar cell with rear 

Al2O3 fabricated by fire through. 

 

Fig. 1 Cross sectional view at electrode area on 

Al2O3 fabricated by fire through. 
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